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� 行政

ふ
る
び
ら
地
酒
開
発

　

こ
の
事
業
は
町
内
で
作
る

「
お
酒
に
適
し
た
お
米
」
と
、

町
の
水
道
水
に
も
利
用
さ
れ
て

い
る
「
観
音
滝
の
天
然
水
」
か

ら
、
古
平
産
の
地
酒
を
造
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

お
酒
に
適
し
た
お
米
は
酒
造

好
適
米
と
呼
ば
れ
、
私
た
ち
が

一
般
的
に
食
べ
る
お
米
と
は
違

い
ま
す
。

◇�

食
用
米
と
酒
造
好
適
米
の
違

い
と
は
？

①
大
き
さ

　

日
本
酒
造
り
で
使
用
す
る
お

米
は
、
精
米
の
過
程
で
た
く
さ

ん
削
っ
て
お
酒
に
使
用
し
ま
す
。

そ
の
た
め
米
の
粒
が
小
さ
い
と

精
米
中
に
砕
け
て
し
ま
う
の
で
、

大
き
い
粒
が
日
本
酒
造
り
に
は

適
し
て
い
ま
す
。

②
心
白
の
割
合

　

心
白
は
米
の
中
心
部
に
あ
る

で
ん
ぷ
ん
質
の
部
分
の
こ
と
で

す
。
日
本
酒
造
り
で
は
雑
味
の

元
と
な
る
外
側
の
部
分
は
で
き

る
だ
け
削
り
、
心
白
の
部
分
を

利
用
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
酒

造
好
適
米
は
心
白
の
割
合
が
高

い
粒
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
、
北
海
道
は
命
名
さ
れ
て
か
ら
１
５
０
年
目
と
な
り
ま
す
。
北
海

道
は
か
つ
て「
蝦
夷
地
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、松
浦
武
四
郎
が「
北

加
伊
道
」
を
含
む
６
つ
の
名
前
を
明
治
政
府
に
提
案
し
、
明
治
２
年
８
月

15
日
に
太
政
官
布
告
に
よ
っ
て
「
北
海
道
」
と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
古
平
町
で
も
北
海
道
開
拓
使
出
張
所
が
置
か
れ
た
同
年
９
月

４
日
を
開
町
の
日
と
定
め
、
今
年
で
１
５
０
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
そ

こ
で
、
古
平
町
１
５
０
年
実
行
委
員
会
を
組
織
し
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
「
ふ
る
び
ら
地
酒
開
発
」
を
中
心
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

古
平
町
１
５
０
年
事
業
が
始
ま
る

酒造好適米 食用米 

心白 

酒造好適米「彗星」の苗

ふるびら地酒開発プロジェクトメンバーなど
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行政

◇
北
海
道
産
の
酒
造
好
適
米
は

３
種
類

①
吟
風
（
ぎ
ん
ぷ
う
）

②
彗
星
（
す
い
せ
い
）

③
き
た
し
ず
く

　

そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

日
本
酒
に
な
っ
た
と
き
に
は
味

に
大
き
な
違
い
も
あ
り
ま
す
。

◇
古
平
町
で
育
て
る
の
は
彗
星

　

彗
星
は
日
本
酒
と
な
っ
た
時

に
辛
口
で
す
っ
き
り
と
し
た
味

わ
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
お
酒
は
淡
泊
な
料
理
に
合
う

た
め
、
古
平
町
の
美
味
し
い
刺

身
な
ど
の
魚
料
理
と
の
相
性
を

考
え
彗
星
を
選
び
ま
し
た
。

◇
彗
星
の
田
植
え
体
験
会
開
催

　

地
酒
開
発
に
は
古
平
の
農
家

澤
口
さ
ん
小
野
さ
ん
柴
田
さ
ん

の
３
農
家
と
小
樽
の
田
中
酒
造

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
27
日
に
は
澤
口
さ
ん
の

水
田
で
、
酒
造
好
適
米
「
彗
星
」

の
田
植
え
体
験
が
行
わ
れ
、
町

民
や
札
幌
新
陽
高
生
、
委
託
醸

造
先
の
田
中
酒
造
の
社
員
ら
約

60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
札
幌

新
陽
高
校
で
は
田
中
酒
造
の
協

力
で
酒
造
り
の
年
間
体
験
学
習

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
の
稲
の

収
穫
や
酒
造
り
に
も
参
加
予
定

で
す
。

　

田
植
え
で
ぬ
か
る
む
水
田
に

作
業
用
の
靴
下
を
身
に
付
け

入
っ
た
参
加
者
の
中
に
は
、
そ

の
初
め
て
の
感
触
に
驚
い
た
り
、

途
中
で
登
場
し
た
カ
エ
ル
や
蛇

に
叫
ぶ
人
も
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
本
間
有
紗
さ
ん

（
新
陽
高
１
年
）
は
「
田
植
え

体
験
を
通
し
て
人
々
の
温
か
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

彗
星
は
10
月
頃
に
収
穫
予
定

で
、
観
音
滝
の
水
を
使
い
、
来

年
２
月
下
旬
に
は
４
合
瓶
（
７

２
０
ｍ
ｌ
）
２
０
０
０
本
が
完

成
す
る
予
定
で
す
。

国
道
２
２
９
号
セ
タ
カ
ム
イ

ロ
ー
ド

　

役
場
周
辺
の
国
道
に
プ
ラ
ン

タ
ー
１
５
０
戸
を
設
置
す
る
事

業
で
す
。
プ
ラ
ン
タ
ー
に
は
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
ベ
コ
ニ
ア
、

パ
ン
ジ
ー
な
ど
が
植
え
ら
れ
て

お
り
、
赤
信
号
で
止
ま
る
車
の

運
転
手
や
通
り
か
か
る
人
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
設

置
は
10
月
中
旬
頃
ま
で
を
予
定

し
て
い
ま
す
。（
写
真
は
裏
表
紙
）

１
５
０
年
記
念
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
＆
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

古
平
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ト
ッ
プ
画
面
か
ら
１
５
０
年
記

念
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
１
５
０
年

記
念
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の

ペ
ー
ジ
へ
ア
ク
セ
ス
が
出
来
ま

す
。

　

１
５
０
年
事
業
の
内
容
や
出

来
事
な
ど
を
更
新
し
て
い
く
予

定
で
す
。
ぜ
ひ
左
記
ア
ド
レ
ス

か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

htt
p://f

urubi
ra150th.c

om

◇
お
問
合
せ
先

　

古
平
町
１
５
０
年
事
業

　

実
行
委
員
会

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
　

�f
u
r
u
b
i
r
a
1
5
0
@
t
o
w
n
.

f
urubi

ra.lg.j
p

記念式典

稲刈り

4日（火）
●

中間披露

4日（火）
●

●
プランタ撤去

●
応募締切

31（木）
完成
●

●

●

●

●
4日（土）

１５０年記念
植樹祭

21（日）

１５０年記念
ホームページ

１５０年記念
ＰＲ動画 中間披露

１２月 １月 ２月９月

4日（火）

月０１名業事 ７月 ８月

演奏会

植樹祭

１１月

国道229号
セタカムイロード

１５０年記念
フォトコンテスト

１５０年記念
陸上自衛隊音楽隊演奏会

ふるびら地酒開発

ふるびら
新Ｂ級ご当地グルメ

１５０年記念式典

１５０年記念事業スケジュール

●彗星

●吟風

コク すっきり

辛口

甘口

●きたしずく
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� 特集

５
月
26
日
、
古
平
小
学
校
大
運
動
会

が
多
目
的
運
動
広
場
（
小
学
校
前

グ
ラ
ウ
ン
ド
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

曇
り
空
で
冷
た
い
風
が
吹
く
中
で
の
運

動
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
全
校
児
童
約
１

０
０
人
は
「
心
を
一
つ
に
協
力
し
て
、
み

ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
る
運
動
会
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
も
と
、
元
気
い
っ
ぱ
い
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
駆
け
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
中
田
校
長
は
「
最
後
ま
で
全

力
・
真
剣
に
、
友
同
士
で
声
を
掛
け
あ
う

こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。

そ
の
後
、
紅
組
代
表
岡
本
琉る

生い

く
ん
と
白

組
代
表
上
口
歩あ
ゆ

夢む

く
ん
が
「
精
一
杯
競
技

に
打
ち
込
む
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
元
気

に
選
手
宣
誓
し
競
技
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
の
進
行
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
も

と
、
競
技
は
学
年
ご
と
の
徒
競
走
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
低
学
年
、
中
学
年
、
高
学

年
ご
と
の
ダ
ン
ス
で
は
、
息
の
合
っ
た

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
と
キ
レ
の
あ
る
動
き

で
、
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
ゆ

る
キ
ャ
ラ
？
そ
だ
ね
ー
？
」
の
競
技
で
は

カ
ッ
パ
や
ク
マ
、
ふ
る
っ
ぴ
ー
に
扮
し
た

子
ど
も
達
の
可
愛
ら
し
い
姿
に
、
観
客
か

ら
歓
声
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
運
動
会
は
紅
組
白
組
共
に
３
３

０
点
で
同
点
の
た
め
、
最
後
の
高
学
年
に

よ
る
紅
白
対
抗
４
色
リ
レ
ー
で
勝
利
し
た

紅
組
が
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

古平小学校大運動会
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６
月
３
日
、
古
平
中
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
第
71
回
古
平
中
学
校
体
育

大
会
が
行
わ
れ
、
全
校
生
徒
44
人
が
さ
ま

ざ
ま
な
競
技
に
挑
み
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
生
徒
会
長
の
平
野
奈
見
さ
ん

が
「
一
人
一
人
が
団
結
し
て
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
ま
し
ょ
う
」
と
生
徒
に
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
午
前
中
雨
が
降
っ
た
り
雷
が

鳴
っ
た
り
し
て
途
中
10
分
間
の
中
断
が
あ

り
ま
し
た
が
、
生
徒
は
１
０
０
ｍ
走
、
走

り
幅
跳
び
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ
な
ど
に

真
剣
に
挑
み
ま
し
た
。
走
り
高
跳
び
で
は

１
人
の
生
徒
が
次
々
と
記
録
を
更
新
、
最

後
に
は
観
客
か
ら
温
か
い

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

女
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で

は
終
始
１
年
生
が
リ
ー
ド

し
て
い
ま
し
た
が
、
ゴ
ー

ル
直
前
で
３
年
生
に
逆
転

を
許
し
、
コ
ン
マ
差
で
３

年
生
が
勝
利
す
る
白
熱
す

る
戦
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
宮
本
校
長
が

「
随
所
に
素
晴
ら
し
い
場

面
が
あ
り
、
い
い
表
情
を

し
て
い
た
。
２
，
３
年
生

は
昨
年
か
ら
の
成
長
が

見
て
と
れ
る
な
ど
素
晴

ら
し
い
大
会
で
し
た
」
と

挨
拶
し
閉
会
し
ま
し
た
。

第71回 古平中学校体育大会 新記録
種　　目 学年 氏名 記録 これまでの記録

男子ハンドボール投げ ２年 荒谷波音 ２９Ｍ ２７Ｍ８０
女子ハンドボール投げ ３年 田中葉月 ２３Ｍ ２２Ｍ８５

女子走り高跳び ３年 加藤　育 １Ｍ２０ １Ｍ１８

古平中学校体育大会
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� 出来事

　５月16日、沢江町内会の活動としてお食事会がふ
れあいセンターさわえで行われ、町民23人が集まり
ました。
　今回のメニューは「Ｆｕ～さんカレーＰａｒｔ２」
で、カレーや山菜のてんぷら、カレイのフライなどす
べて古平産の食材を使っています。中でも沢江の畑で
育ったじゃがいもで作ったポテトサラダは甘味があ
り、絶品でした。
　参加した佐々木サヨさんは「ごちそういっぱいでと
ても楽しかった」と話してくれました。
　６月３日には町道沿いの花壇に花を植える活動を行
いました。集まった町民35人は、約300本のマリー
ゴールドを植え、活動後の表情には達成感や笑顔が浮
かんでいました。

５ ６
16 ３

　幼児センターのつき組（４歳児）とたいよう組（５
歳児）合わせて29人が春の遠足を行い、文化会館か
ら中島公園までを元気よく歩きました。
　園児らは２人１組で手を繋ぎながら、道路を渡るご
とに歌を歌いながら全方向を確認。道中では「桜さい
てる」「キラキラした車」などいろいろな発見をして
いました。
　中島公園につくと園児たちは元気に遊び、帽子を片
手にモンシロチョウを追いかける子もいました。
　お昼には所長が設営したテントの中で、園児らがそ
れぞれのお弁当を見せ合い美味しそうに食べていまし
た。
　たいよう組の越善琉

る

海
い

くんは「お花を見つけたり歩
いたりして楽しかった」と話してくれました。

５
16

沢江町内会活動

幼児センター春の遠足

　子育て支援センターで親子料理教室が行われ、８組
の親子が参加しました。この教室は町内の幼児とその
親を対象として、子どもに自ら料理をしてもらうこと
で食への大切さを理解してもらう食育の一環として行
われています。
　初めに町の谷口栄養士が「子どもたちにも包丁で切
ってもらい、料理に参加して欲しいです」と挨拶。今
回はベジタブルチャウダーとサンドイッチを作りまし
た。料理中には、サンドイッチに入れるゆで卵の殻む
きで力が入りすぎて黄身まで見えてしまったり、ボウ
ルの中でかき混ぜる際に勢いあまって外にこぼれてし
まったりしましたが、完成した料理はみんなが美味し
そうに食べていました。
　親子で参加した谷内潔江さんは「気軽にできるので、
子どもと公園に行くときに作っていきたいです」と話
してくれました。

５
22

子育て講習会親子料理教室

㊤食事を楽しむ参加者
㊦花壇に花を植える町民

遠足中の園児たち

包丁を使って切るようす

みんなで活動、高まる一体感

発見たくさん楽しい遠足

包丁使っておいしくできたよ
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出来事

　町内商店の活性化を目的に、古平町商工会が今年も
プレミアム商品券2000組を用意し、文化会館と古平
町商工会で発売。発売開始直後には多くの町民が訪れ
ていました。
　プレミアム率は20％で、現金１万円で１万2000円
分の商品券１組が１世帯３組まで購入できます。年金
受給者や歩行が困難な方は事前に予約が可能で、予約
者が希望すれば配達も行っており、今年は例年より予
約数が増加しました。なお、使用期限は今年の10月
31日までとなっており、期限を過ぎたものは使えま
せんのでご注意ください。

５
31

　古平消防団の団員約40名が水防工法訓練のために
北後志消防組合古平支署に集まりました。初めに消防
署員が訓練の流れを説明後、６月１日付けで入団した
松浦悠平さんの紹介が行われました。
　場所をあけぼの公園に移して行われた訓練では団員
が２人１組となり、土嚢づくりが行われました。土嚢
とは布の袋の中に土を詰め込んだもので、水や土砂の
流れを変えることができるため、主に水害時に利用さ
れます。古平支署に戻った後、団員らは東日本大震災
の際に活躍した地元消防団のＤＶＤを鑑賞し、実際の
災害の過酷さなどを学びました。

６
１

　小学校で交通安全教室が行われ、全校児童が交通
ルールの再確認をしました。
　初めに中田校長が「今日はとても大事な交通安全に
関して学んで、事故に遭わないようにしてください」
と児童に呼びかけ後、古平駐在所の警察官と交通安全
指導員の紹介が行われました。
　安全教室では１・２年生は徒歩で、３～６年生は自
転車で実際に路上に出て歩道や信号の渡り方を学んだ
り、ＤＶＤ鑑賞で路上での危険箇所を学習したりしま
した。１年生の中には慎重すぎて青信号になってもな
かなか渡ることができずにいる子もいました。
　最後に駐在所の宮本所長が講評後、児童を代表して
児童会長の６年上口歩夢くんが「教えていただきあり
がとうございます。これからは教わったことを活かし
事故に遭わないように気を付けていきます」とお礼の
言葉を述べました。

６
４
古平小学校交通安全教室

古平消防団水防工法訓練

プレミアム商品券発売

プレミアム商品券を買い求める人々

土嚢づくりを行う消防団員

慎重に横断歩道を渡る児童

路上で交通ルールを再確認

水害に備え土嚢
のう

づくり

お得な商品券に町民が殺到
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各
種
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　

自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
候
補
生
（
男

子
・
女
子
）
を
募
集
し
ま
す
。
自
衛
官
の

仕
事
内
容
や
採
用
試
験
に
関
す
る
説
明
会
、

そ
の
他
各
種
イ
ベ
ン
ト
案
内
も
行
っ
て
い

ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２-

22-

４
樽
石
ビ
ル
２
Ｆ

　

☎
０
１
３
４
―
22
―
５
５
２
１

海
上
保
安
大
学
校

海
上
保
安
学
校
学
生
募
集

　

海
上
保
安
庁
で
は
平
成
31
年
４
月
期
採

用
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
待
遇　

海
上
保
安
大
学
校
、
海
上
保
安

学
校
と
も
に
入
学
金
、
授
業
料
が
一
切
不

要
で
す
。
学
生
に
は
入
学
と
同
時
に
国
家

公
務
員
と
し
て
の
身
分
が
与
え
ら
れ
、
毎

月
の
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
受
験
資
格

・
海
上
保
安
大
学
校

　

平
成
30
年
４
月
１
日
で
高
等
学
校
又
は

中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
２
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
。

平
成
31
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
又
は
中

等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
等
。

・
海
上
保
安
学
校

　

平
成
30
年
４
月
１
日
で
高
等
学
校
又
は

中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
５
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
。

平
成
31
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
又
は
中

等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者
等
。

○
海
上
保
安
大
学
校
試
験
日
程

～
海
上
保
安
大
学
校
～

申
込
用
紙
等
配
布
開
始　

６
月
13
日(

水)

受
付
期
間　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

�

８
月
23
日(

木)

～
９
月
３
日(

月)

郵
送
・
持
参

�

８
月
23
日(

木)

～
８
月
27
日(

月)
１
次
試
験

�
10
月
27
日(

土)

・
10
月
28
日(

日)

～
海
上
保
安
学
校
～

申
込
用
紙
等
配
布
開
始　

６
月
13
日(

水)

受
付
期
間　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

�

７
月
17
日(
火)

～
７
月
26
日(

木)

郵
送
・
持
参

�

７
月
17
日(

火)

～
７
月
19
日(

木)

１
次
試
験

�

９
月
23
日(
日)

○
申
込
方
法
等

　

申
込
方
法
、試
験
内
容
等
は
左
記
ア
ド
レ

ス
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://www.kaiho.mlit.go.jp/ope/

saiyou/bosyu.html

◇
お
問
合
せ
先

　

小
樽
海
上
保
安
部
管
理
課

　

☎
０
１
３
４
―
27
―
６
１
１
８

無
料
法
律
相
談
の
ご
案
内

　

毎
月
第
３
水
曜
日
に
無
料
法
律
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
金
銭
、
不
動
産
、

家
事
等
の
法
律
問
題
を
札
幌
弁
護
士
会
所

属
の
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

７
月
18
日(

水)

午
後
１
時
～

○
場
所　

余
市
町
中
央
公
民
館
２
Ｆ

　

相
談
時
間
は
１
人
30
分
ま
で
で
、
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場
町
民
課
社
会
福
祉
係

　

☎
42
―
２
１
８
１
（
内
線
56
）

障
害
年
金
の
無
料
相
談
会
開
催

○
日
時　

平
成
30
年
７
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

○
場
所　

小
樽
市
民
セ
ン
タ
ー

○
費
用　

無
料

○
相
談
担
当
者

　

社
会
保
険
労
務
士　
　
　

山
内
俊
英

　

特
定
社
会
保
険
労
務
士　

米
澤
典
子

◇
お
問
合
せ
先

　

札
幌
障
害
年
金
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
１
―
３
０
３
―
４
８
６
４

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免

除
・
一
部
免
除
・
法
定
免
除
）
、
納
付
猶

予
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ

た
期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納

め
た
方
と
比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳

か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）
の
受
け
取
り
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
額

す
る
た
め
に
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け
た

期
間
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
遡
っ
て
納
め
る
（
追
納
）
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け
ら
れ

た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度

目
以
降
の
追
納
の
場
合
、
当
時
の
保
険
料

額
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

追
納
は
古
い
月
の
も
の
か
ら
納
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
次
の
点
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◎�

一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
納
付
す

べ
き
保
険
料
が
納
付
さ
れ
て
い
な
け
れ

ば
追
納
は
で
き
ま
せ
ん
。

◎�

「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」が
「
納

付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
」
よ
り

先
に
経
過
し
た
月
分
で
あ
る
場
合
は
、

ど
ち
ら
を
優
先
し
て
納
め
る
か
本
人
が

選
択
で
き
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

年
金
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
０
０
４

国
や
道
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ
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①
公
職
者
の
寄
附
の
禁
止

　

公
職
者
が
選
挙
区
内
に
あ
る
者
に
対
し

て
寄
附
を
す
る
こ
と
は
、
そ
の
時
期
や
名

義
の
い
か
ん
に
関
わ
ら
ず
、
罰
則
を
も
っ

て
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
公
職
者
に
対
す
る

　
寄
附
の
勧
誘
・
要
求
の
禁
止

　

公
職
者
に
対
し
て
寄
附
を
す
る
よ
う
勧

誘
や
要
求
を
す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

古
平
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

☎
０
１
３
５
―
42
―
２
１
８
１

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
お
中
元
や
お
祭
り
な
ど
贈
り
物
を
す
る
機
会
が
増

え
ま
す
が
、
公
職
者
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
公
職
選

挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有
権
者
が
公
職
者
に
寄
附
や
贈
り
物

を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
寄
附
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
明

る
い
選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

ご
存
知
で
す
か
？「
国
民
年
金
基
金
」

　

国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
の
方
や
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
の
方
な
ど
国
民
年
金
の
第
１

号
被
保
険
者
で
保
険
料
を
納
め
て
い
る
60

歳
未
満
の
方
が
加
入
し
て
、
税
の
優
遇
を

受
け
な
が
ら
掛
金
納
付
、
老
後
に
国
民
年

金
の
上
乗
せ
年
金
と
し
て
受
け
ら
れ
る
公

的
な
年
金
で
す
。

※�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
や
海
外
に
居

住
さ
れ
て
い
る
方
で
国
民
年
金
に
任
意

加
入
さ
れ
て
い
る
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

北
海
道
国
民
年
金
基
金

　

☎
０
１
２
０
―
65
―
４
１
９
２

法
人
道
民
税
等
の
申
告
を
電
子
で

　

法
人
道
民
税
・
事
業
税
及
び
地
方
法
人

特
別
税
の
申
告
及
び
各
種
申
請
・
届
出
を

電
子
で
行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ご
利
用

に
あ
た
り
、
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
利
用
開
始
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.eltax.jp/

・
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

�h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
h
o
k
k
a
i
d
o
.

lg.jp/sm/zim/dshinkoku/

◇
お
問
合
せ
先

　

札
幌
道
税
事
務
所
税
務
管
理
部

　

☎
０
１
１
―
２
８
１
―
７
８
３
４

介
護
保
険
料
の
納
入
期
限

　

介
護
保
険
料
の
納
期
限
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

後
志
広
域
連
合
介
護
保
険
課

　

☎
０
１
３
６
―
55
―
８
０
１
３

北
海
道
警
察
官
募
集
！
今
夢
を
叶
え
る
時

　

北
海
道
警
察
の
仕
事
は
多
種
多
様
で
、

と
て
も
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
受

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

○
採
用
予
定
人
数　

２
０
０
人

○
受
付
期
間　

７
月
２
日
～
８
月
24
日

○
１
次
試
験　

９
月
17
日

○
２
次
試
験　

10
月
中
旬
～
11
月
上
旬

◇
お
問
合
せ
先

　

北
海
道
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

�h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
o
l
i
c
e
.
p
r
e
f
.

hokkaido.lg.jp/

　

北
海
道
警
察
採
用
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０
―
８
６
０
―
３
１
４

期別 納　期　限
第１期 平成30年 7 月25日
第２期 平成30年 8 月27日
第３期 平成30年 9 月25日
第４期 平成30年10月25日
第５期 平成30年11月26日
第６期 平成30年12月25日
第７期 平成31年 1 月25日
第８期 平成31年 2 月25日

公
職
者
（
町
長
や
議
員
）
の
寄
附
は
禁
止
　

有
権
者
が
寄
附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

寄附禁止の例
◦開店祝等の花
◦お祭りへの寄附
◦町内会への差入れ

公職者と有権者のクリーンな関係を保ちお金のかからない選挙を
実現するために寄附禁止のルールを守りましょう

公職者は
贈らない！

寄附を

有権者は
求めない！

寄附を

公職者から
受け取らない！

寄附を

３ない運動
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保険証が新しくなります
　現在ご使用の保険証の有効期限が平成30年７月31日をもって満了となるた
め、８月以降は使用できなくなります。
　７月中に新しい保険証を交付しますので、お手元に届きましたら、桃色の
保険証をご使用ください。

減額認定証の交付対象…次の区分Ⅰまたは区分Ⅱに該当する方
区分Ⅱ ○ 世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない方
区分Ⅰ 世帯全員が住民税非課税である方のうち、次のいずれかに該当する方

○ 世帯全員の所得が０円の方
（公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以下の方）

○ 老齢福祉年金を受給されている方

減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）も新しくなります
　現在ご使用の減額認定証の有効期限が平成30年７月31日をもって満了となるため、８月以降は使用できな
くなります。有効期間は保険証と同じく１年間です。
　引き続き交付対象に該当する方は７月中に減額認定証を交付しますので、８月
１日からは水色の減額認定証をご使用ください。
　新たに必要となる方は、下記の交付要件に該当することをご確認の上、古平町
町民課健康保険係へ申請してください。

医療費通知を全受診者へ送付しています
　広域連合では被保険者の皆様の医療費総額などについてお知らせする「医療費通知」を、対象期間に医療機
関等を受診した全ての被保険者の皆様へ送付しています。
　発送月は、９月下旬と３月上旬の年２回です。

お問い合わせ先
北海道後期高齢者医療広域連合
〒060-0062　札幌市中央区南２条西14丁目国保会館６階
電　話　011-290-5601

古平町役場 町民課 健康保険係
電　話　0135-42-2181

医療費通知の活用について

新しい保険証は桃色です

新しい減額認定証は水色です

○新しい保険証の有効期限は、平成31年７月31日までです。
○�紛失したときや、汚れたときは再交付しますので、古平町町民課健康保

険係までお申し出ください。

○ 医療費の推移が一目でわかるため、ご自身の健康状態の把握や健康管理に活用できます。
○ 健康診査など、皆様の健康保持・増進に役立つ情報が記載されています。
○ 診療日数等に間違いがないか確認しましょう。

【イメージ図】
※この通知は皆様の受診状況についてお知らせするもの

で請求書ではありません。　
※この通知は医療費控除の申告手続きで医療費の明細書

として使用することができます。
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毎
週
火
・
木
曜
日
に
は
古
平
町
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
２
階
か
ら
、
元
気
な
声

が
聴
こ
え
て
く
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

剣
道
少
年
団
は
現
在
、
中
学
生
以
下
10

人
が
登
録
し
、
18
時
半
か
ら
20
時
ま
で
は

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
が
、
20
時
以
降
は

中
学
生
や
大
人
が
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
29
日
の
練
習
で
は
礼
や
準
備
運
動

か
ら
始
ま
り
、
面
・
小
手
・
胴
の
基
本
打

ち
や
相
手
の
動
き
に
合
わ
せ
て
打
つ
応
じ

技
、
自
ら
相
手
に
打
ち
に
い
く
仕
掛
け
技

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
指
導
者
か
ら
は
、

動
き
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
や
技
を
つ
な

げ
る
大
切
さ
な
ど
の
指
導
が
あ
り
、
団
員

ら
は
一
挙
手
一
投
足
に
気
を
配
っ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

　

最
後
に
は
試
合
形
式
の
地
稽
古
や
数
分

間
休
ま
ず
打
ち
続
け
る
掛
か
り
稽
古
が
あ

り
、
団
員
が
面
を
外
す
と
汗
が
し
た
た
る

ほ
ど
で
し
た
。

　

保
護
者
の
方
に
話
を
聞
く
と
「
子
ど
も

た
ち
が
立
派
な
大
人
に
な
る
た
め
に
、
技

術
だ
け
で
は
な
く
礼
儀
や
作
法
な
ど
、
学

校
生
活
で
は
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

が
こ
こ
に
は
あ
り
ま
す
ね
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

剣
道
に
興
味
が
あ
る
方
は
見
学
だ
け
で

も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

☎
42-

２
３
０
０

剣
道
少
年
団
の
活
動

Members Introduction

堀
ほり

　奏
かな

音
と

（小４）

白
しら

岩
いわ

　拓
たく

（小４）

瀧
たき

野
の

　登
のぼる

（小２）

田
た

岸
ぎし

 依
い

蕗
ぶき

（中１）

堀
ほり

　葵
あお

生
い

（小２）

田
た

岸
ぎし

 由
ゆ

羽
う

（小５）

白
しら

岩
いわ

 莉
り

久
く

（中１）

平
ひら

尾
お

 歩
あゆ

睦
む

（小４）

堀
ほり

　紗
さ

蘭
らん

（５歳）

平
ひら

尾
お

 美
み

結
ゆ

（小１）

団 員 紹 介
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本の海より ～新刊図書案内～
　

文
化
会
館
図
書
室
に
新
し

い
本
が
入
り
ま
し
た
。
２
０

１
８
年
本
屋
大
賞
を
受
賞
し

た
『
か
が
み
の
孤
城
』
や
、

映
画
化
も
さ
れ
た
話
題
の
ミ

ス
テ
リ
ー
『
孤
狼
の
血
』
な

ど
、
話
題
の
本
を
取
り
揃
え

て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

◦
開
室
日
時

　
月
～
金
曜
日

　（
祝
・
祭
日
を
除
く
）

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
　
司
書
…
月
曜
日
午
前

水
曜
日
午
前

　
　
　
　
　
木
曜
日
午
後

　
　
　
　
　
金
曜
日
午
後

◦
貸
出
冊
数

　
１
人
５
冊
ま
で

◦
貸
出
期
間

　
２
週
間

▼
お
問
合
せ
先

　
　
町
教
育
委
員
会

　
　
　
☎
42-

２
５
９
０

文
化
会
館
図
書
館

『せかいいちのねこ』
ヒグチユウコ

　（あらすじ）猫になりたいぬ
いぐるみのニャンコは、本物
の猫になりたくて旅に出るこ
とにした。行く先々でいろい
ろな猫たちと出会い、ニャン
コは本当の幸せとはなにか気
づいていく･･･。
☆細かなタッチで表情豊かに描かれた猫たちの
イラストにも注目です。

『かがみの孤城』
辻村深月

　（あらすじ）あることがきっかけで学校に行け
なくなった主人公・こころは、ある日突然、光り
始めた自分の部屋の鏡をくぐり抜け、不思議な
世界に行きつく。そこにいたのは、こころと似た
境遇にいるという中学生たちだった。鏡の中に
いられるのは９時から17時まで。その中で彼ら
は、とある課題に取り組むこととなる･･･。
☆十代前半の繊細な心の揺れ動きと彼らが進めていく謎解きに引
き込まれる作品です。

～文学～
婚活中毒� 秋吉理香子
かがみの孤城� 辻村深月
定年オヤジ改造計画� 垣谷美雨
この嘘がばれないうちに� 川口俊和
路上のＸ� 桐野夏生
真夏の雷管� 佐々木譲
死にたい夜にかぎって� 爪切男
Ｒ帝国� 中村文則
魔力の胎動� 東野圭吾
三国志　第二巻� 宮城谷昌光
孤狼の血� 柚月裕子
凶犬の眼� 柚月裕子
葉桜の季節に君を想うということ� 歌野昌午
奴隷小説� 桐野夏生
雨に消えて� 夏樹静子
オリジン　上・下� ダン・ブラウン
ハリネズミの願い� トーン・テレヘン
きげんのいいリス� トーン・テレヘン
ファング一家の奇想天外な謎めいた生活

ケヴィン・ウィルソン

～社会～
属さない勇気� 堀江貴文
炎と怒り　トランプ政権の内幕

マイケル・ウォルフ

～生活～
お掃除したら、いいことあった！� 北野貴子
もっとキレイに、ずーっと健康
　　　栄養素図鑑と食べ方テク� 中村丁次
「がん」をのりこえた人が気づく７つのこと

小原田泰久
フランス人は10着しか服を持たない２

ジェニファー・Ｌ・スコット

～その他～
ゴールデンカムイ　13� 野田サトル
誕生日大事典� 來夢
数学の二つの心� 長岡亮介
弟子・藤井聡太の学び方� 杉本昌隆
北海道コテージ＆キャンプ場ガイド

　紺谷充彦
ターシャの庭� ターシャ・テューダー

～児童書～
あるかしら書店� ヨシタケシンスケ
せかいいちのねこ� ヒグチユウコ

～絵本～
いっしょにあそぼ　
　どうぶつのあかちゃん・かお� ＳＡＭｉ

～司書のおすすめ～
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７
月
は
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
化
月
間
!!

　

法
務
省
が
進
め
る
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
は
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非

行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
の
な
い
地

域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
、
今
年
で
68
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
運
動
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

北
後
志
５
町
村
で
推
進
委
員
会
を
設
置
し

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
７
月
９
日
に
車
両
パ
レ
ー
ド
で

各
町
村
を
訪
問
し
、
そ
こ
で
町
長
へ
内
閣

総
理
大
臣
と
北
海
道
知
事
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
伝
達
し
ま
す
。
古
平
町
住
民
集

会
は
７
月
24
日
に
文
化
会
館
で
、
北
後
志

住
民
集
会
は
７
月
26
日
に
仁
木
町
民
セ
ン

タ
ー
で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
、
次
代
を
担
う
小
中
学
生
に
犯

罪
や
非
行
、
そ
の
立
ち
直
り
に
つ
い
て
の

作
文
と
標

語
の
募
集

も
行
い
ま

す
。
優
秀

作
品
は
古

平
町
住
民

集
会
で
発

表
・
表
彰

を
行
い
ま

す
。

７
月
の
休
日
当
番
病
院

医
科

７
月
１
日
（
日
）

　

田
中
内
科
医
院

�

（
☎
22-

６
１
２
５
）

７
月
８
日
（
日
）

　

小
嶋
内
科

�

（
☎
22-

２
２
４
５
）

７
月
15
日
（
日
）

　

林
病
院

�

（
☎
22-

５
１
８
８
）

７
月
16
日
（
月
）

　

よ
い
ち
北
川
眼
科
医
院

�

（
☎
22-

１
３
０
８
）

７
月
22
日
（
日
）

　

池
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

�
（
☎
23-

８
８
１
１
）

７
月
29
日
（
日
）

　

黒
川
町
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
�

（
☎
22-
２
４
４
７
）

※�

当
番
医
の
診
療
時
間
は
９
時
～
17
時
ま

で
で
す
。

※�

夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

患
に
限
り
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

診
療
時
間　

午
後
６
時
～
翌
日
午
前
７
時

診
療
科
目　

�

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、
整

形
外
科

春
き
た
り
同
期
の
友
と
久
々
に
古
平
温
湯
で
笑
ひ
合
ひ
た
り�

泉　
　
　
清　
三

際
立
て
る
春
の
光
り
晴
れ
や
か
さ
自
然
の
恵
み
受
け
止
め
生
き
む�

金　
子　
寿　
子

瓶
に
さ
す
雪
折
れ
さ
く
ら
窓
の
日
に
ほ
こ
ろ
び
初
め
ぬ
う
す
紅
い
ろ
に�

坂　
本　
信　
子

久
々
に
会
ひ
に
し
友
の
言
葉
う
れ
し
新
聞
の
わ
が
短
歌
読
み
し
と�

鈴　
木　
時　
子

毎
日
の
食
卓
の
上
少
し
づ
つ
彩
り
豊
か
な
春
の
香
り
す�

田　
中　
香　
苗

蕗ふ
き
の
薹と
う
に
雄
花
と
雌
花
あ
る
と
言
ふ
雌
花
の
ほ
う
が
繊
細
に
見
ゆ�

寺　
田　
カ
ツ
子

庭
先
の
日
だ
ま
り
の
中
福
寿
草
色
鮮
や
か
で
い
と
ほ
し
き
か
な�

小
山
内　
い
お
子

古
平
町
岬
短
歌
会

航
跡
の
泡
立
つ
白
さ
夏
来
る

船
音
の
弾
け
て
軽
き
夏
来
る

�

渡　
辺　
嘉　
之

一
服
の
新
茶
に
和
む
よ
わ
い
か
な

帰
ら
ざ
る
人
の
お
も
か
げ
芥
子
の
花

�

高　
橋　
重　
子

船
音
の
す
べ
る
ご
と
く
に
岬
薄
暑

白
牡
丹
漢
の
心
癒
し
け
り

�
室　
谷　
弘　
子

海
の
色
風
の
音
聴
く
聖
五
月

新
緑
を
迎
へ
ら
れ
た
る
天
狗
山

�

仲　
谷　
比
呂
古

古

平

俳

句

会

昨年の住民集会のようす
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氏
　 

名	

年
齢	

死
去
月
日	

町
内

山や
ま

﨑ざ
き

　
ヤや

ナな

さ
ん	

97
歳	

５
・
７	

丸
山
町

小お

熊ぐ
ま

　
貞て

い

子こ

さ
ん	

73
歳	

５
・
16	

旭
　
町

田た

中な
か

　
幸こ

う

一い
ち

さ
ん	

80
歳	

５
・
18	

御
崎
町

竹た
け

浪な
み

　
千ち

枝え

さ
ん	

89
歳	

５
・
21	

沢
江
町

高た
か

口ぐ
ち

　
トと

ヨよ

さ
ん	

90
歳	

５
・
28	

浜
　
三

勝か
つ

山や
ま

　
峯み

ね

生お

さ
ん	

80
歳	

５
・
30	

浜
　
一

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

町の人口と世帯数
� 前月比

人　口	3,108人　�（－２）

　男	 1,468人　�（－１）

　女	 1,640人　�（－１）

世帯数	1,755世帯�（－１）

外国人	 34人　�（－９）

　男	 2人　�（ ０ ）

　女	 32人　�（－９）

平成30年５月末日現在
住民基本台帳人口

ふるびら 元気っ子

町内に住む満１歳になる子どもたちを紹介します。
今月号は６月に誕生日を迎えた子どもたちです。

工
く

藤
どう

 咲
えみ

凛
り

ちゃん
６月10日生

保護者　幸保さん
(浜三）　千尋さん
千尋さんより
かくれんぼと追いかけっ
こが好きな女の子です。

髙
たか

谷
や

 麻
ま

弥
や

ちゃん
６月13日生

保護者　聖寿さん
(丸山）　春菜さん
春菜さんより
音楽を聴くと踊り出したり、食
べることが好きな女の子です。

板
いた

垣
がき

 桃
もも

花
か

ちゃん
６月27日生

保護者　康介さん
(浜三）　美穂さん
美穂さんより
人の和に入っていけるよう
な子になって欲しいです。

安
やす

田
だ

 彩
さ

栞
おり

ちゃん
６月27日生

保護者　泰樹さん
(本陣）　由紀さん
由紀さんより
絵本や歌が大好きなよ
く笑う女の子です。
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